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Ｑ
制
度
が
創
設
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
は
？

Ａ
近
年
、
職
場
で
の
強
い

不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
て
い
る
労
働
者
が

５
割
を
超
え
る
状
況
の
中
、

事
業
場
に
お
い
て
、
心
の
健

康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
、
平
成
18
年
３
月
、
厚
生

労
働
省
で
は
「
労
働
者
の
心

の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め

の
指
針
」
を
公
表
し
、
事
業

場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
ケ
ア
の
実
施
を
促
進
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
原

因
で
精
神
障
害
を
発
病
し
、

労
災
認
定
さ
れ
る
労
働
者
が

そ
の
後
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
不
調

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が

ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま

え
、
労
働
者
の
仕
事
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
の
程

度
を
把
握
し
、

そ
の
結
果
を
基

に
労
働
者
自
身

に
ス
ト
レ
ス
へ

の
気
付
き
を
促

し
、
職
場
改
善
に
努
め
る
こ

と
で
労
働
者
が
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
に
な
る
こ
と
を
未

然
に
防
止
す
る
こ
と
、
い
わ

ゆ
る
一
次
予
防
を
目
的
と
し

て
、
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」

及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
く
面

接
指
導
の
実
施
等
を
内
容
と

す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
ど
の
よ
う
な 

制
度
な
の
で
す
か
？

Ａ
事
業
者
の
責
任
に
お
い

て
、
労
働
者
に
定
期
的

（
２
０
１
５
年
12
月
１
日
施

行
後
、
年
１
回
）
に
仕
事
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
の
状
況
に
つ

い
て
質
問
票
（
選
択
回
答
）

を
用
い
た
検
査
（
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
）
を
行
い
ま
す
。

検
査
結
果
を
分
析
し
、
そ
の

結
果
を
直
接
本
人
に
通
知
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者

自
身
の
ス
ト
レ
ス
へ
の
「
気

付
き
」
を
促
し
、
個
々
の
ス

ト
レ
ス
の
低
減
に
つ
な
げ
ま

す
。ま

た
、
検
査
の
結
果
、
ス

ト
レ
ス
の
高
い
労
働
者
に
つ

い
て
は
、
本
人
の
申
し
出
に

応
じ
て
医
師
に
よ
る
面
接
指

導
を
実
施
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
に
な
ら
な
い
よ
う

必
要
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

更
に
、
得
ら
れ
た
検
査
結

果
を
集
団
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
職
場
に
お
け
る
ス

ト
レ
ス
要
因
を
評
価
し
、
職

場
分
析
と
職
場
環
境
の
改
善

に
つ
な
げ
ま
す
。

次
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
の
実
施
の
手
順
に
つ
い

て
で
す
が
、
図
１
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

こ
の
手
順
の
中
で
医
師
な

ど
の
実
施
者
に
は
、
質
問
票

の
選
定
並
び
に
そ
れ
に
基
づ

く
ス
ト
レ
ス
の
程
度
の
評
価

方
法
、
高
ス
ト
レ
ス
者
の
選

定
基
準
の
決
定
に
つ
い
て
、

事
業
者
に
対
し
専
門
的
な
見

地
か
ら
意
見
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
結
果
に
基
づ
き
労
働

者
が
医
師
に
よ
る
面
接
指
導

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
か
否

か
を
確
認
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
の
質
問
票
の
選
定

に
つ
い
て
で
す
が
、
①
ス
ト

レ
ス
の
原
因
に
関
す
る
質
問

項
目
②
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心

身
の
自
覚
症
状
に
関
す
る
質

問
項
目
③
労
働
者
に
対
す
る

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る

質
問
項
目

─
の
３
つ
の
質

問
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
特

に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

万
が
一
、
何
を
使
え
ば
良

い
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
場

合
に
は
、
国
が
推
奨
す
る
57

項
目
の
質
問
票
（
図
２
）
を

ご
使
用
下
さ
い
。
ま
た
、
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
厚
労
省
が

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
無
料
で
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も

ご
活
用
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。次

に
質
問
票
配
布
か
ら
結

果
通
知
、
保
存
に
つ
い
て
で

す
が
、
次
の
手
順
で
進
め
て

い
き
ま
す
。

①
質
問
票
を
労
働
者
に
配

布
、記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。

②
質
問
票
の
回
収
は
、
医

師
な
ど
の
実
施
者
（
ま
た
は

そ
の
補
助
を
す
る
実
施
事
務

従
事
者
）
が
行
い
ま
す
。

（
注
）
第
三
者
や
人
事
権

を
持
つ
職
員
は
、
記
入
・
入

力
の
終
わ
っ
た
質
問
票
の
内

容
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

③
回
収
し
た
質
問
票
を
基

図1　ストレスチェック制度実施手順

「うつ」などのメンタルヘルス不調を未然に防止！

就業上の措置の必要性の有無・内容に
ついて医師から意見聴取

ストレス状況の評価・医師の面接指導の要否の判定

本人から面接指導の申出

医師による面接指導の実施

就業上の措置の実施

導入前の準備（実施方法など社内ルールの策定）

個人の結果を一定規模のまとまりの
集団ごとに集計・分析

職場環境の改善

ストレスチェックと面接指導の実施状況は、毎年、労働基準監督署に所定の様式で報告する必要がある。

質問票の配布・記入　＊ITシステムを用いて実施することも可能

本人に結果を通知

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

（
全
員
）

集
団
分
析

＊
努
力
義
務面

接
指
導

（
ス
ト
レ
ス
が
高
い
人
）

図2　「職業性ストレス簡易調査票」の項目（57項目）

道
永
常
任
理
事
に
聞
く

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
は

事
業
場
の
状
況
を
日
頃
か
ら
把
握
し
て
い
る

                                 

産
業
医
の
役
割
が
重
要

　

労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
を
受
け
て
、
本
年
12
月
か

ら
労
働
者
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
が
義

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
号
で
は

担
当
の
道
永
麻
里
常
任
理
事
に
、
制
度
創
設
の
背
景
や

そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。

今回のインタビューのポイント

◦�ストレスチェック制度の目的は、労働
者自身にストレスへの気付きを促し、
労働者がメンタルヘルス不調となるこ
とを未然に防止することにある。

◦�日医では現在、ストレスチェック制度
の周知を図っているが、面接指導に関
する研修会も開催する予定なので、ぜ
ひご参加頂きたい。

◦�ストレスチェック制度の実施に当たっ
ては、産業医の役割がますます重要に
なることから、引き続きのご協力をお
願いしたい。

Ａ	 	あなたの仕事についてうかがいます。最もあてはまるも
のに○を付けて下さい。

1.	 非常にたくさんの仕事をしなければならない
2.	 時間内に仕事が処理しきれない
3.	 一生懸命働かなければならない
4.	 かなり注意を集中する必要がある
5.	 高度の知識や技術が必要なむずかしい仕事だ
6.	 	勤務時間中はいつも仕事のことを考えていなければなら
ない

7.	 からだを大変よく使う仕事だ
8.	 自分のペースで仕事ができる
9.	 自分で仕事の順番・やり方を決めることができる
10.	職場の仕事の方針に自分の意見を反映できる
11.	自分の技能や知識を仕事で使うことが少ない
12.	私の部署内で意見のくい違いがある
13.	私の部署と他の部署とはうまが合わない
14.	私の職場の雰囲気は友好的である
15.	 	私の職場の作業環境（騒音、照明、温度、換気など）は
よくない

16.	仕事の内容は自分にあっている
17.	働きがいのある仕事だ

Ｂ		 	最近1カ月間のあなたの状態についてうかがいます。最
もあてはまるものに○を付けて下さい。

1.	 活気がわいてくる
2.	 元気がいっぱいだ
3.	 生き生きする
4.	 怒りを感じる
5.	 内心腹立たしい
6.	 イライラしている

7.	 ひどく疲れた
8.	 へとへとだ
9.	 だるい
10.	気がはりつめている
11.	不安だ
12.	落ち着かない

13.	ゆううつだ
14.	何をするのも面倒だ
15.	物事に集中できない
16.	気分が晴れない
17.	仕事が手につかない
18.	悲しいと感じる
19.	めまいがする
20.	体のふしぶしが痛む
21.	頭が重かったり頭痛がする

22.	首筋や肩がこる
23.	腰が痛い
24.	目が疲れる
25.	動悸や息切れがする
26.	胃腸の具合が悪い
27.	食欲がない
28.	便秘や下痢をする
29.	よく眠れない

Ｃ	 	あなたの周りの方々についてうかがいます。最もあては
まるものに○を付けて下さい。

次の人たちはどのくらい気軽に話ができますか？
1.　上司　　2.　職場の同僚　　3.　配偶者、家族、友人等
あなたが困った時、次の人たちはどのくらい頼りになります
か？
4.　上司　　5.　職場の同僚　　6.　配偶者、家族、友人等
あなたの個人的な問題を相談したら、次の人たちはどのくら
いきいてくれますか？
7.　上司　　8.　職場の同僚　　9.　配偶者、家族、友人等

Ｄ	 満足度について
1.	 仕事に満足だ 2.	 家庭生活に満足だ

【回答肢（４段階）】
Ａ		そうだ／まあそうだ／ややちがう／ちがう
Ｂ	 	ほとんどなかった／ときどきあった／しばしばあった／ほとんどいつもあった
Ｃ	 	非常に／かなり／多少／全くない
Ｄ	 	満足／まあ満足／やや不満足／不満足

※	労働省委託研究「労働の場におけるストレス及びその健康影響に
関する研究」（平成7年度～ 11年度）（班長　加藤正明）

（
２
面
に
続
く
）
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に
、
医
師
な
ど
の
実
施
者
が

ス
ト
レ
ス
の
程
度
を
評
価

し
、
高
ス
ト
レ
ス
で
医
師
の

面
接
指
導
が
必
要
な
者
を
選

び
ま
す
。

④
ス
ト
レ
ス
の
程
度
の
評

価
結
果
、
高
ス
ト
レ
ス
か
否

か
、
医
師
の
面
接
指
導
が
必

要
か
否
か
は
、
実
施
者
か
ら

直
接
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
実
施
者

が
把
握
し
、
労
働
者
の
個
別

の
同
意
、
ま
た
は
労
働
者
か

ら
〝
医
師
に
よ
る
面
接
指
導

の
申
出
〟
が
な
い
か
ぎ
り
事

業
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

⑤
結
果
は
、
医
師
な
ど
の

実
施
者
（
ま
た
は
実
施
事
務

従
事
者
）
が
保
存
し
ま
す
。

＊
結
果
を
事
業
場
内
の
鍵

の
か
か
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や

サ
ー
バ
ー
内
に
保
管
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
第
三
者
に

閲
覧
さ
れ
な
い
よ
う
、
実
施

者
（
ま
た
は
実
施
事
務
従
事

者
）
が
鍵
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の

管
理
を
し
ま
す
。

最
後
に
、
医
師
に
よ
る
面

接
指
導
に
つ
い
て
で
す
が
、

調
査
等
の
結
果
、
「
ス
ト
レ

ス
の
程
度
が
高
い
者
」
で
、

「
調
査
を
行
っ
た
実
施
者
が

面
接
指
導
が
必
要
と
認
め
た

者
」
で
、
か
つ
「
本
人
の
希

望
が
あ
っ
た
者
」
に
対
し
て

行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
際
に
は
、
労
働
者
の
勤

務
の
状
況
や
心
理
的
な
負
担

の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、
面
接
指
導
後
１
カ

月
以
内
に
、
事
業
者
は
就
業

上
の
措
置
の
必
要
性
の
有

無
、
講
ず
べ
き
措
置
の
内
容

及
び
職
場
環
境
の
改
善
、
そ

の
他
の
必
要
な
措
置
に
関
す

る
意
見
を
面
接
指
導
を
行
っ

た
医
師
か
ら
意
見
聴
取
す
る

と
と
も
に
、
面
接
指
導
の
結

果
に
つ
い
て
は
事
業
者
が
５

年
間
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
及
び
今
後
の

日
医
の
対
応
は
？

Ａ
平
成
26
年
６
月
25
日
に

公
布
さ
れ
た
労
働
安
全

衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
本
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
厚

労
省
は
同
年
10
月
よ
り
、
具

体
的
な
制
度
の
運
用
方
法
な

ど
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
た

め
、
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

と
面
接
指
導
の
実
施
方
法
等

に
関
す
る
検
討
会
」
と
「
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
に
関

わ
る
情
報
管
理
及
び
不
利
益

取
扱
い
等
に
関
す
る
検
討

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
両

検
討
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日

医
の
役
員
が
出
席
し
、
活
発

な
意
見
を
交
わ
す
と
と
も

に
、
産
業
医
に
過
度
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
強
く
主
張

し
て
参
り
ま
し
た
。

日
医
で
は
、
現
在
、
都
道

府
県
医
師
会
産
業
保
健
担
当

理
事
連
絡
協
議
会
並
び
に
産

業
保
健
推
進
全
国
会
議
を
開

催
し
、
制
度
の
周
知
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
医
師
会
、

全
国
の
産
業
保
健
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
関
す

る
研
修
会
を
積
極
的
に
開
催

し
て
頂
き
、
日
医
認
定
産
業

医
の
先
生
方
、
ま
た
資
格
取

得
を
目
指
し
て
い
る
先
生
方

を
対
象
に
、
制
度
や
実
際
の

業
務
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

面
接
指
導
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
厚
労
省
か
ら
11
月

に
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
、
面
接
指
導
に
つ
き

ま
し
て
も
研
修
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。Ｑ

産
業
医
の 

先
生
方
に
一
言

Ａ
最
後
に
、
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
制
度
実
施
に
関

し
ま
し
て
は
、
事
業
場
の
状

況
を
日
頃
か
ら
把
握
し
て
い

る
先
生
方
が
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
及
び
面
接
指
導
の
実
施

に
直
接
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
産

業
医
の
先
生
方
の
役
割
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
参
り
ま

す
。
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解

頂
き
、
引
き
続
き
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。な

お
、
産
業
医
の
選
任
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
50

人
未
満
の
小
規
模
事
業
場
の

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
実
施
自
体
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
結
果
に
基
づ
く
面

接
指
導
は
、
依
頼
に
応
じ
て

各
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

で
も
無
料
で
実
施
す
る
体
制

が
整
え
ら
れ
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
に
関
す
る
疑
問
点
等
に

つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な

問
い
合
わ
せ
窓
口
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

横
倉
義
武
会
長
は
11
月
19

日
、
財
務
省
で
麻
生
太
郎
副

総
理
兼
財
務
大
臣
と
会
談

し
、（
１
）
診
療
報
酬
の
改
定
、

（
２
）
薬
価
改
定
財
源
の
診

療
報
酬
本
体
へ
の
充
当
、

（
３
）
医
療
等
に
係
る
消
費

税
問
題

─
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

会
談
の
中
で
、
横
倉
会
長

は
、
ま
ず
（
１
）
に
つ
い
て
、

11
月
４
日
に
公
表
さ
れ
た

「
第
20
回
医
療
経
済
実
態
調

査
速
報
値
」
の
結
果
を
基
に

医
療
機
関
の
窮
状
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
①
厚
生
労
働
省

が
示
し
た
高
齢
化
等
に
伴
う

増
加
額
（
６
７
０
０
億
円
）

を
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政

制
度
分
科
会
（
財
政
審
）
が

主
張
す
る
よ
う
に
、
５
０
０

０
億
円
ま
で
削
減
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
平
成
28
年
度
に

診
療
報
酬
改
定
が
あ
る
医
療

の
み
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
こ
と
②
過
去
３
年
間

は
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

改
定
で
厳
し
い
抑
制
が
図
ら

れ
て
き
た
た
め
、
年
間
５
０

０
０
億
円
程
度
の
伸
び
に
収

ま
っ
て
い
る
こ
と
③
３
年
間

の
社
会
保
障
関
係
費
の
伸
び

（
１
・
５
兆
円
程
度
）
の
基
調

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は
、

決
定
過
程
の
議
論
を
重
視
し
、

あ
く
ま
で
「
目
安
」
で
あ
る

こ
と
④
医
療
・
介
護
の
財
源

を
確
保
し
、
医
療
機
関
を
経

営
的
に
安
定
化
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
医
療
や
介
護

分
野
は
特
に
地
方
に
お
い
て

雇
用
誘
発
係
数
が
高
い
た

め
、
地
方
か
ら
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と

─
な
ど
を
、
資
料
を
基

に
詳
細
に
説
明
。
「
今
回
の

診
療
報
酬
の
改
定
で
プ
ラ
ス

改
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
医

療
崩
壊
の
再
来
を
招
く
こ
と

に
な
る
」
と
し
て
、
プ
ラ
ス
改

定
に
対
す
る
理
解
を
求
め
た
。

横
倉
会
長
は
、
ま
た
、
後

発
医
薬
品
の
使
用
促
進
の
問

題
に
も
触
れ
、
使
用
促
進
の

た
め
に
は
、
「
処
方
時
の
医

師
の
不
安
・
疑
問
の
解
消
」

「
同
様
の
後
発
医
薬
品
を
多

く
の
企
業
が
販
売
し
て
い
る

こ
と
」
等
、
解
決
す
べ
き
課

題
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い

る
と
指
摘
。
加
え
て
、
医
療

機
関
の
新
た
な
負
担
増
加
要

因
と
し
て
、
「
保
険
で
償
還

さ
れ
な
い
医
療
用
消
耗
品
の

増
加
」
「
医
療
機
器
の
保
守

管
理
費
用
の
増
大
」
な
ど
を

挙
げ
、
こ
れ
ら
が
技
術
料
か

ら
包
括
し
て
償
還
さ
れ
て
い

る
た
め
、
人
件
費
が
圧
迫
さ

横
倉
会
長

診療報酬の改定等について
 麻生副総理兼財務大臣と意見交換

れ
て
い
る
と
し
た
。

更
に
、
横
倉
会
長
は
、
持

続
可
能
な
社
会
保
障
の
実
現

を
目
指
し
て
、
「
生
涯
保
健

事
業
の
体
系
化
に
よ
る
健
康

寿
命
の
延
伸
」
等
を
提
言
し

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
日
医

は
、
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

だ
け
を
求
め
て
い
る
の
で
は

な
く
、
医
療
費
の
適
正
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

強
調
し
た
。

（
２
）
に
関
し
て
は
、
前

回
の
改
定
で
は
薬
価
の
引
き

下
げ
財
源
が
消
費
税
対
応
に

活
用
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
。
健
康
保

険
法
に
お
い
て
薬
剤
は
診
察

等
と
不
可
分
一
体
で
あ
り
、

薬
価
の
引
き
下
げ
財
源
は
診

療
報
酬
本
体
の
改
定
財
源
と

し
て
使
用
す
べ
き
で
あ
る
と

し
た
。

ま
た
、（
３
）に
つ
い
て
は
、

特
に
設
備
投
資
に
よ
る
消
費

税
負
担
は
医
療
機
関
に
と
っ

て
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
と
し
て
、
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
ま

で
の
間
は
、
仕
入
税
額
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

式
を
導
入
し
て
欲
し
い
と
要

望
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し

て
、
麻
生
副
総
理
兼
財
務
大

臣
は
、
診
療
報
酬
の
改
定
率

の
問
題
に
つ
い
て
、
「
軽
減

税
率
の
問
題
と
共
に
今
年
の

予
算
編
成
の
大
き
な
問
題
に

な
る
」
と
し
た
上
で
、
「
財

源
を
捻
出
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
自
民
党
内
に
も

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
言
う
方

も
お
り
、
年
末
ま
で
に
じ
っ

く
り
考
え
た
い
」と
応
じ
た
。

労働者健康福祉機構「ストレスチェック制度サポートダイヤル」
http://www.rofuku.go.jp/sangyouhoken/helpline/tabid/1008/
Default.aspx
電話番号：全国統一ナビダイヤル	0570-031050
受付期間：	平日10：00～ 17：00	

（土曜､ 日曜､ 祝日､ 12月29日～ 1月3日は除く）

全国の産業保健総合支援センター
http://www.rofuku.go.jp/shisetsu/tabid/578/Default.aspx

（平成28年4月1日以降はURLを変更予定）

厚生労働省
こころの耳　http://kokoro.mhlw.go.jp/

問い合わせ窓口
（
１
面
よ
り
）
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横
倉
義
武
会
長
は
、
財
政

制
度
等
審
議
会
財
政
制
度
分

科
会
が
11
月
16
日
に
開
催
さ

れ
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に

お
い
て
、
厚
生
労
働
省
が
概

算
要
求
で
見
込
ん
で
い
る
高

齢
化
等
に
伴
う
増
加
額
の
６

７
０
０
億
円
を
５
０
０
０
億

円
弱
に
ま
で
削
る
よ
う
に
提

言
す
る
と
一
部
で
報
じ
ら
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
日
医
の

見
解
を
説
明
し
た
。

冒
頭
、
同
会
長
は
、
高
齢

化
等
に
伴
う
増
加
額
の
内
、

医
療
以
外
の
介
護
、
年
金
、

そ
の
他
の
約
３
８
０
０
億
円

は
改
定
や
制
度
改
正
が
な
く

支
出
額
が
削
減
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
財
政
審
が
主
張
す

る
よ
う
に
５
０
０
０
億
円
に

方
針
２
０
１
５
（
骨
太
の
方

針
２
０
１
５
）
」
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
３
年
間
の
社
会
保

障
関
係
費
の
伸
び
（
１
・
５

兆
円
程
度
）
の
基
調
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
は
、
決
定
過

程
の
議
論
を
重
視
し
、
あ
く

ま
で
も
「
目
安
」
で
あ
る
と

し
た
。

そ
の
上
で
、
医
療
は
技
術

革
新
に
よ
り
高
度
化
し
て
お

り
、
高
齢
化
以
外
に
も
、「
医

療
用
消
耗
品
」
「
医
療
機
器
」

「
電
子
カ
ル
テ
の
保
守
料
」

な
ど
が
増
加
要
因
と
な
っ
て

い
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

増
加
要
因
に
つ
い
て
、
「
手

術
用
特
殊
縫
合
糸
等
手
術
材

料
費
の
高
騰
」
「
Ｃ
Ｔ
等
放

射
線
診
断
機
器
の
保
守
管
理

費
用
増
大
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
使
用

す
る
ヘ
リ
ウ
ム
の
価
格
高

騰
」
「
電
子
カ
ル
テ
導
入
へ

の
支
援
と
既
に
導
入
済
み
の

医
療
機
関
に
対
す
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
強
固
化
や
地
域
連

■■■■■■■■

医
療
に
お
け
る
適
切
な

財
源
確
保
を
強
く
求
め
る

11
月
18
日

す
る
と
、
平
成
28
年
度
に
診

療
報
酬
改
定
が
あ
る
医
療
の

み
が
大
き
く
削
減
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
地
域
医
療
の
崩

壊
を
招
き
か
ね
な
い
と
の
危

惧
を
示
し
た
（
図
１
）。

次
に
、
過
去
３
年
間
の
社

会
保
障
関
係
費
の
伸
び
を
示

し
つ
つ
、
２
０
１
４
年
度
に

は
診
療
報
酬
改
定
で
１
７
０

０
億
円
、
２
０
１
５
年
度
に

は
介
護
報
酬
改
定
等
で
１
７

０
０
億
円
を
抑
制
す
る
な

ど
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

で
厳
し
い
抑
制
が
行
わ
れ
て

き
た
と
指
摘
（
図
２
）。
こ

う
し
た
過
去
の
経
緯
を
踏
ま

え
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

マイナンバー制度について
　日医ホームページ・メンバーズルーム（医師会活動について）
に、日本医師会「特定個人情報（マイナンバー）等の適正な取扱い
に関する基本方針」「特定個人情報等取扱規程」「就業規則の改
正」「特定個人情報等取扱マニュアル」を掲載しています。

　また、中小規模事業者（※）に該当する医療機関向け「取扱規
程（事務フロー、チェックリスト）」等も掲載していますので、併せ
て参考にして下さい。

http://www.med.or.jp/japanese/members/メンバーズルーム

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

※中小規模事業者とは？
従業員数100人以下で、個人情報取扱事業者（事業
に使用するため過去6カ月に1日でも5,000を超え
る個人データを保有したことがある事業者）等を除
いた事業者のこと。

の
費
用
に
占
め
る
人

件
費
の
割
合
は
、
２

０
０
０
年
度
に
50
・

２
％
だ
っ
た
も
の

が
、
２
０
１
２
年
度

に
は
46
・
４
％
に
ま

で
低
下
し
、
約
１
割

減
少
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
医
療
機
関
に

は
約
３
０
０
万
人
が

従
事
し
て
お
り
、
医

療
の
雇
用
誘
発
効
果

は
他
の
産
業
よ
り
も

高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
、
医
療
に

財
源
を
投
入
す
れ
ば
、

特
に
医
療
従
事
者
の

比
率
が
高
い
地
方
で

は
経
済
の
活
性
化
に

よ
り
経
済
成
長
を
促
し
、
地

方
創
生
へ
の
多
大
な
貢
献
に

つ
な
が
る
と
説
明
し
た
。

最
後
に
横
倉
会
長
は
、「
医

療
、
介
護
等
を
中
心
に
今
後

も
増
加
が
見
込
ま
れ
る
社
会

保
障
費
に
つ
い
て
は
、
財
政

を
緊
縮
し
よ
う
と
す
る
立
場

か
ら
、
成
長
戦
略
や
規
制
緩

和
の
名
の
下
に
、
保
険
給
付

範
囲
を
狭
め
る
圧
力
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
未み

曾ぞ

有う

の
少
子
高
齢
社
会
の
進

展
と
人
口
減
少
の
中
で
国
民

皆
保
険
を
堅
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、我
々
医
療
側
か
ら
、

過
不
足
な
い
医
療
提
供
が
で

き
る
適
切
な
医
療
、
例
え
ば

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
対
策
や
糖
尿
病
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
等
の
生
活
習
慣
病
対
策
な

ど
を
提
言
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
一
方
で
、
医
療
経
済

実
態
調
査
の
結
果
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
病
院
・
診
療

所
は
厳
し
い
経
営
状
況
に
置

か
れ
て
お
り
、
厚
労
省
が
概

算
要
求
で
見
込
ん
だ
高
齢
化

等
に
伴
う
増
加
額
の
６
７
０

０
億
円
は
過
不
足
の
な
い
医

療
提
供
に
必
要
な
財
源
で
あ

る
と
強
調
。

そ
の
上
で
、「〝
財
源
あ
り

き
〟
と
い
う
こ
と
で
の
無
理

な
削
減
に
よ
っ
て
、
医
療
現

場
の
混
乱
の
み
な
ら
ず
、
地

域
で
の
医
療
機
関
の
経
営
破

綻
が
現
実
化
す
る
等
医
療
崩

壊
の
再
来
を
招
き
、
国
民
が

必
要
と
す
る
医
療
が
過
不
足

な
く
提
供
で
き
な
く
な
る
よ

う
な
事
態
を
招
く
こ
と
の
な

い
よ
う
、
政
府
に
対
し
て
は

必
要
な
財
源
の
確
保
を
引
き

続
き
強
く
求
め
て
い
く
」
と

主
張
し
た
。

携
を
進
め
る
た
め
の
保
守
管

理
費
用
等
」
を
挙
げ
て
説
明

し
た
。

ま
た
、
中
医
協
の
診
療
報

酬
調
査
専
門
組
織
・
医
療
技

術
評
価
分
科
会
（
10
月
30
日

開
催
）
に
お
い
て
、
学
会
等

か
ら
提
出
さ
れ
た
提
案
（
現

在
７
３
７
件
）
に
つ
い
て
、

新
規
医
療
技
術
の
評
価
及
び

既
存
技
術
の
再
評
価
が
検
討

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
触

れ
、
「
患
者
さ
ん
に
医
療
の

高
度
化
に
よ
る
新
し
い
技
術

を
早
く
届
け
る
た
め
に
も
、

安
全
性
と
有
効
性
が
確
認
さ

れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
よ
り

多
く
の
技
術
が
保
険
収
載
さ

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

し
た
。

更
に
、
こ
れ
ら
高
齢
化
以

外
の
要
因
は
、
い
ず
れ
も
技

術
料
か
ら
包
括
し
て
償
還
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
上
昇

が
医
療
従
事
者
の
人
件
費
を

圧
迫
し
た
結
果
、
医
療
機
関

図 1　高齢化等に伴う増加額
　医療以外の介護、年金、その他の約3,800億円は、改定や制度改正がないこ
とから、支出額が削減できない。財政制度等審議会財政制度分科会（財政
審）の主張する5,000億円になると、平成28年度に診療報酬改定がある医療の
みが削減されることとなり、地域医療の崩壊を招きかねない。

6,700億円 5,000億円

約1,100億円

約1,900億円

約2,900億円

約800億円

約1,100億円

約1,900億円

約1,200億円

約800億円

約1,700億円

介護

年金

医療

その他
（生活保護等）

厚生労働省予算概算要求 財政審要求

図 2　社会保障関係費（国・一般会計）の伸び

過去3年間は社会保障の充実分がある一方、
診療報酬・介護報酬改定で厳しい抑制

制度改正による減 ▲1,700億円
（内訳）薬価改定▲1,300億円、

7対1要件厳格化▲200億円など

制度改正による減 ▲1,700億円
（内訳）介護報酬改定▲1,130億円、

協会けんぽ国庫補助▲460億円など

過去3年間の制度改正

▲4,600億円

*「社会保障に関する主な論点について」（2015 年 6 月 10 日 経済財政諮問会議 塩崎臨時議員提出資料）を参考に作成

生活保護の適正化▲1,200億円

30.1

30.5

0.430.1

1.0

29.10.2

社会保障の
充実0.4

社会保障の
充実1.0

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

28.9兆円 29.1兆円

30.5兆円
31.5兆円

年金国庫負担
2分の1を含む
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小
森
貴
・
釜

敏
両
常
任

理
事
は
11
月
19
日
、
大
学
を

所
管
す
る
文
部
科
学
省
を
訪

れ
、
馳
浩
文
科
大
臣
に
「
国

家
戦
略
特
区
に
よ
る
医
学
部

新
設
」
に
反
対
す
る
声
明
を

手
渡
し
た
。

日
医
は
こ
れ
ま
で
、
日
本

医
学
会
、
全
国
医
学
部
長
病

院
長
会
議
と
共
に
取
り
ま
と

め
た
声
明
を
、
塩
崎
恭
久
厚

生
労
働
大
臣
、
下
村
博
文
前

文
科
大
臣
に
提
出
し
て
い
る

（
本
紙
第
１
２
８
４
号
及
び

第
１
２
８
５
号
既
報
）
が
、

今
回
は
第
３

次
安
倍
改
造

内
閣
発
足
を

受
け
て
、
新

た
に
就
任
し

た
馳
文
科
大

臣
に
、
国
家

戦
略
特
区
に

よ
る
医
学
部

新
設
に
反
対

し
て
い
る
こ

と
を
改
め
て

説
明
し
た
。

同
声
明
で

は
、
（
１
）
養

成
費
用
も
含

め
た
医
師
養

成
数
の
議
論
が
必
要
、
（
２
）

こ
れ
か
ら
の
医
学
部
新
設
は

医
師
不
足
対
策
に
は
な
ら

ず
、
む
し
ろ
医
療
の
質
を
低

下
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る
、

（
３
）
国
際
的
医
療
人
材
の

育
成
は
既
存
医
学
部
・
医
科

大
学
で
既
に
着
手
さ
れ
て
い

る
、
（
４
）
地
域
医
療
の
再

生
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る

─
こ
と
を
指
摘
。
３
団
体

が
日
本
の
医
育
、
医
学
、
医

療
界
を
代
表
し
て
、
国
家
戦

略
特
区
に
よ
る
医
学
部
新
設

に
反
対
す
る
と
し
て
い
る
。

当
日
の
会
談
で
、
小
森
常

任
理
事
は
、
「
国
家
戦
略
特

別
区
域
に
お
け
る
医
学
部
新

設
に
関
す
る
方
針
」
に
、「
養

成
さ
れ
た
医
師
が
、
当
初
の

目
的
に
反
し
て
一
般
の
臨
床

医
と
し
て
勤
務
す
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
長
期
に
わ
た
り
社

会
保
障
制
度
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
も
あ
り
、
十
分
な

検
証
を
行
う
」
と
明
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
強
調
。
医
学

部
新
設
の
問
題
点
と
し
て

は
、（
１
）
教
員
確
保
の
た
め
、

医
療
現
場
か
ら
多
く
の
教
員

（
医
師
）
を
引
き
揚
げ
ざ
る

を
得
ず
、
地
域
医
療
の
崩
壊

を
加
速
す
る
、
（
２
）
人
口

減
少
な
ど
社
会
の
変
化
に
対

応
し
た
医
師
養
成
数
の
柔
軟

な
見
直
し
を
行
い
に
く
く
な

る

─
等
を
挙
げ
、
改
め
て

医
学
部
新
設
に
反
対
で
あ
る

と
主
張
し
た
。

ま
た
、
釜

常
任
理
事
は
、

（
１
）
医
師
の
養
成
数
は
２

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

世
界
遺
産
の
旧
市
街
か
ら

バ
ス
に
20
分
ほ
ど
乗
り
、
小

さ
な
村
の
教
会
に
着
い
た
。

敷
地
へ
入
り
聖
堂
左
側
の
壁

沿
い
に
墓
地
を
進
む
と
、
そ

の
質
素
な
墓
は
静
寂
の
中
で

佇
た
た
ず

ん
で
い
た
。
墓
石
の
銘
を

よ
く
見
な
い
と
通
り
過
ぎ
て

し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
早
朝

の
た
め
か
敷
地
内
に
は
誰
も

お
ら
ず
、
思
い
が
け
ず
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
が
取
れ
そ

う
だ
。
墓
石
の
傍
ら
で
し
ゃ

が
み
込
み
指
を
組
む
。

50
年
近
く
そ
の
演
奏
に
親

し
ん
で
き
た
巨
匠
が
こ
の
下

に
眠
っ
て
い
る
と
考
え
る

と
、
土
を
眺
め
な
が

ら
自
然
と
熱
い
思
い

が
巡
る
。
そ
し
て
今

が
人
生
で
一
番
贅ぜ

い

沢た
く

な
瞬
間
の
よ
う
に
思
わ
れ

た
。
隣
に
は
丁ち

ょ
う
ど度

同
じ
ぐ
ら

い
の
面
積
の
土
地
が
空
い
て

お
り
、
ご
健
在
で
あ
る
夫
人

の
深
い
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

帝
王
と
呼
ば
れ
た
指
揮
者

カ
ラ
ヤ
ン
は
、
か
つ
て
の
音

楽
少
年
に
と
っ
て
ヒ
ー
ロ
ー

で
あ
り
、
遠
い
過
去
の
巨
匠

た
ち
と
は
違
っ
て
、
彼
は
見

て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
大

阪
万
博
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
の
颯さ

っ

爽そ
う

と
し
た
姿
と
演
奏

は
、
私
に
は
強
烈

な
経
験
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼

も
１
９
８
９
年
に
81
歳
の
生

涯
を
閉
じ
た
が
、
そ
の
墓
地

が
故
郷
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
（
オ

ー
ス
ト
リ
ア
）
に
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
た
。

い
つ
か
は
実
現
し
よ
う
と

思
い
な
が
ら
長
い
時
間
が
経

っ
た
が
、
一
念
発
起
、
決
心

し
た
の
が
今
回
の
墓
参
り
で

あ
る
。
旅
行
の
準
備
や
代
診

の
手
配
は
大
変
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
時
ば
か
り
は
診
療

報
酬
改
定
、
地
域
医
療
構
想
、

医
療
事
故
調
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
、
消
費
増
税
な
ど
医
師
会

を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
眩め

ま

い暈

が
し
そ
う
な
現
実
を
、
少
し

だ
け
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
た
。	

（
パ
パ
ゲ
ー
ノ
）

26
年
後
の
墓
参
り

０
０
８
年
度
か
ら
既
に
１
６

３
７
人
増
加
し
て
お
り
、
そ

の
数
は
新
設
医
学
部
の
定
員

を
１
０
０
名
と
す
る
と
16
校

新
設
し
た
数
に
匹
敵
す
る
こ

と
、
（
２
）
現
在
の
課
題
は
、

医
師
の
地
域
及
び
診
療
科
の

偏
在
で
あ
り
、
医
師
養
成
の

総
数
を
増
や
し
て
も
解
決
に

は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
、

（
３
）
医
師
養
成
に
は
、
国

民
の
負
担
に
よ
る
多
額
の
養

成
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
（
４
）
国
際
医
療
人
の

育
成
は
既
に
各
大
学
で
実
施

さ
れ
て
お
り
、
特
区
で
の
実

施
に
意
味
は
な
い
こ
と

─

を
説
明
。

そ
の
上
で
、
「
人
口
が
減

少
す
る
中
、
今
後
の
医
師
の

養
成
数
を
検
討
し
た
上
で
、

慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

新
た
な
医
学
部
設
置
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述

べ
、
理
解
を
求
め
た
。

説
明
を
受
け
た
馳
文
科
大

臣
は
、
一
定
の
理
解
を
示
し

た
上
で
、
「
今
後
も
い
ろ
い

ろ
な
方
か
ら
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
検
討
し

て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

蘇
清
泉
台
湾
医
師
会
長
か

ら
横
倉
義
武
会
長
へ
の
出
席

依
頼
を
受
け
て
、
今
村
定
臣

常
任
理
事
は
11
月
12
日
の

「
医
師
の
日
」
（
中
国
の
政
治

家
・
革
命
家
で
あ
り
、
台
湾

に
お
い
て
国
父
と
呼
ば
れ
、

医
師
で
も
あ
る
孫
文
の
誕
生

日
を
記
念
し
て
制
定
）
に
開

催
さ
れ
た
「
第
68
回
台
湾
医

師
節
慶
祝
大
会
」
に
、
横
倉

会
長
の
代
理
と
し
て
出
席
し

た
。

「国家戦略特区による医学部新設」に
      反対する声明を馳文科大臣に提出

小森・釜萢両常任理事

今
村
常
任

理
事
は
、
午

前
に
行
わ
れ

た
両
国
に
お

け
る
国
民
医

療
保
険
制
度
、

医
師
賠
償
責

任
保
険
、
介

護
保
険
等
を

テ
ー
マ
と
し

た
「
日
台
医

界
交
流
座
談

会
」に
出
席
。

午
後
の
大
会

で
は
、
馬
英

九
総
統
並
び

に
蔣
丙
煌
衛

生
福
利
部
大
臣
（
代
読
）
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
横
倉
会

長
の
あ
い
さ
つ
を
代
読
し

た
。馬

総
統
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
今
年
７
月
30
日
に
日
医

と
台
湾
医
師
会
の
間
で
締
結

し
た
「
ｉ
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
協
定
─

災
害
時
の
医
療
・
救
護
支
援

に
お
け
る
医
師
の
派
遣
と
支

援
体
制
の
相
互
承
認
に
関
す

る
協
定
─
」
を
高
く
評
価
。

「
同
協
定
の
調
印
は
、
海
外

沈外交部NGO国際事務副執行長、林衛生福利部副部長、
馬総統、今村常任理事、蘇台湾医師会長

と
の
緊
急
医
療
協
力
に
お
け

る
極
め
て
大
き
な
進
展
で
あ

り
、
双
方
が
同
協
定
の
枠
組

の
下
、
十
分
な
相
互
医
療
支

援
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
提
供
し
合

い
、
『
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
緊
急

医
療
』
の
最
高
の
状
況
を
実

現
で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い

る
。
今
後
、
台
日
双
方
が
引

き
続
き
医
療
及
び
防
災
分
野

に
お
け
る
交
流
を
強
化
し
て

い
く
よ
う
願
っ
て
い
る
。（
出

所
：
台
湾
ニ
ュ
ー
ス
、
総
統

府
、
平
成
27
年
11
月
12
日
）」

と
述
べ
る
な

ど
、
日
医
に

感
謝
の
意
を

表
し
た
。

そ
の
他
、

式
典
で
は
、

本
年
６
月
27

日
に
発
災
し

た
粉ふ

ん
じ
ん塵
爆
発

事

故

に

よ

り
、
多
く
の

若
者
が
重
度

の
熱
傷
被
害

を
受
け
た
こ

と
に
対
し
、

日
医
が
台
湾

医
師
会
等
に
よ

る
緊
急
医
療
支

援
の
要
請
を
受

け
、
日
本
集
中

治
療
医
学
会
・

日
本
救
急
医
学

会
・
日
本
熱
傷
学
会
の
３
学

会
に
よ
る
熱
傷
治
療
の
専
門

家
６
名
を「
日
本
医
師
会
『
三

学
会
合
同
熱
傷
診
療
支
援
医

師
団
』」
と
し
て
、
７
月
12

～
15
日
の
日
程
で
派
遣
し
た

こ
と
、
全
国
の
会
員
等
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
支
援
金
総
額
１

３
８
３
万
円
を
台
湾
医
師
会

に
送
金
し
た
こ
と
な
ど
、
日

医
が
行
っ
た
医
療
支
援
に
対

す
る
台
湾
医
師
会
か
ら
の
感

謝
状
が
馬
総
統
か
ら
今
村
常

任
理
事
に
贈
呈
さ
れ
た
。

第
68
回
台
湾
医
師
節
慶
祝
大
会
出
席

今
村
常
任
理
事
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

秘
書
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
４
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
庶
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
・
企
画
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
・
情
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
／
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
地
域
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
地
域
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）

日
医
と
日
本
獣
医
師
会
に

よ
る
「
越
境
性
感
染
症
の
現

状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
11

月
６
日
、
日
医
会
館
大
講
堂

で
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
横
倉
義
武
会
長
は

あ
い
さ
つ
（
小
森
貴
常
任
理

事
代
読
）
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
中
、
感
染
症
の
世

界
規
模
で
の
拡
散
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
テ
ー
マ
に
越
境
性
感
染
症

を
掲
げ
た
こ
と
を
説
明
。
こ

れ
を
機
に
医
師
と
獣
医
師
と

が
共
に
知
を
結
集
し
、
更
な

る
感
染
症
対
策
の
推
進
に
つ

な
が
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い

る
と
し
た
。

次
に
、
藏

内
勇
夫
日
本

獣
医
師
会
長

が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
日

医
と
日
本
獣

医
師
会
の
協

定
に
伴
い
、

26
の
都
道
府

県
に
お
い
て

も
医
師
会
と

獣
医
師
会
の

連
携
体
制
が

構
築
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介

す
る
と
と
も

に
、
「
47

都

道
府
県
の
全

域
に
、
人
と

動
物
の
健
康
を
守
る
組
織
を

立
ち
上
げ
た
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
森
川
茂
国
立
感

染
症
研
究
所
獣
医
科
学
部
長

と
丸
山
総
一
日
本
大
学
生
物

資
源
科
学
部
教
授
を
座
長
と

し
、
４
題
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。

国
際
的
に
脅
威
と
な
る
感

染
症
対
策
に
つ
い
て

ま
ず
、
基
調
講
演
を
行
っ

た
小
森
常
任
理
事
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
時
代
に
あ
っ

て
、
人
の
移
動
に
伴
う
越
境

性
感
染
症
の
問
題
が
世
界
的

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
。
最
近
の
感
染
症
流

行
例
と
し
て
エ
ボ
ラ
出
血
熱

や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
を
取
り
上
げ
、

日
医
と
し
て
は
、
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
た
他
、
本
年

３
月
に
は
、
「
Ｂ
Ｓ
Ｌ
４
施

設
の
早
期
稼
働
を
求
め
る
声

明
」
を
公
表
し
、
流
行
に
備

え
た
危
機
管
理
体
制
の
整
備

を
訴
え
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
政
府
に
お
い
て
も

９
月
に
「
国
際
的
に
脅
威
と

な
る
感
染
症
対
策
関
係
閣
僚

会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
各
国

と
協
調
し
て
感
染
症
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
途
上
国
で

の
保
健
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向

け
た
支
援
に
取
り
組
む
こ
と

が
謳う

た

わ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。

今
後
も
日
医
と
日
本
獣
医
師

会
が
学
術
的
に
協
調
、
連
携

し
体
制
を
整
備
し
て
い
き
た

い
と
し
た
。

中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
の
現
状
と
対
策

松
山
州
徳
国
立
感
染
症
研

究
所
ウ
イ
ル
ス
第
三
部
第
四

室
長
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
本
年
５
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
韓
国
で
感
染

拡
大
し
た
経
緯
を
解
説
。
感

染
が
次
第
に
拡
大
し
て
い
っ

た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る

が
、
実
際
は
短
期
間
に
病
院

内
で
起
こ
っ
た
限
定
的
な
感

染
で
あ
り
、
（
１
）
医
師
の

知
識
不
足
に
よ
る
感
染
者
発

見
の
遅
れ
、
（
2
）
患
者
に

ワ
ー
ル
ド
・
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
財
団
の
原

丈
人
代
表
理
事
か
ら
横
倉
義

武
会
長
宛
て
に
医
療
従
事
者

の
海
外
進

出
、

外
国

企
業
の
日

本
進
出
の

き

っ

か

け
、
国
境

の
枠
を
超

え
た
産
官

学
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

の

構

築
、

新
し
い
事

業
機
会
や

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
産
出

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

昨
年
９
月
、
世
界
で
初
め

て
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
網
膜
の

細
胞
を
つ
く
り
、
患
者
へ
の

移
植
手
術
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
わ
が
国
で
は
再
生
医
療

の
分
野
で
研
究
の
段
階
か
ら

実
用
化
に
向
け
た
準
備
態
勢

が
整
い
つ
つ
あ
る
。
再
生
医

療
の
実
用
化
に
つ
い
て
は
、

健
康
医
療
分
野
に
お
け
る
日

本
政
府
の
最
重
要
課
題
の
一

つ
と
し
て
２
０
１
３
年
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
「
日
本
再
興

戦
略
」
及
び
「
健
康
・
医
療

戦
略
」
の
中
に
位
置
付
け
ら

れ
、
全
省
庁
と
関
係
機
関
と

が
協
力
し
て
そ
の
推
進
に
当

た
っ
て
お
り
、
横
倉
会
長
は

健
康
・
医
療
戦
略
参
与
会
合

の
参
与
を
務
め
て
い
る
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
再

生
医
療
実
用
化
の
契
機
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
経
済
産
業

省
に
よ
る
政
府
の
取
り
組
み

に
関
す
る
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｏ
や
わ
が
国
に
お
け
る

再
生
医
療
実
現
の
道
筋
を
示

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｆ
Ｉ

Ｒ
Ｍ
（
再
生
医
療
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
を
通

じ
、
海
外
か
ら
日
本
の
再
生

医
療
へ
の
投
資
を
積
極
的
に

呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
日
医
会
員
で
も
あ

る
山
中
伸
弥
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研

究
所
長
、
大
阪
府
医
師
会
副

会
長
の
澤
芳
樹
大
阪
大
学
医

学
部
長
・
教
授
が
、
そ
れ
ぞ

れ
再
生
医
療
の
未
来
に
つ
い

て
講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
他
、
今
村
副
会
長
は

12
日
、
在
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
日
本
総
領
事
に
よ
る
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
に
招
待
さ
れ
、
国

内
外
の
主
要
参
加
者
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

た
と
報
告
。

そ
の
後
の

研
究
に
よ
っ

て
日
本
分
離

株
は
中
国
分

離
株
と
は
遺

伝
的
に
異
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
ウ

イ
ル
ス
は
以
前
か
ら
国
内
に

侵
入
し
て
お
り
、
西
日
本
に

の
み
患
者
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
や
、
多
く
の
動
物
が
感

染
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
紹
介
し
、
「
野

生
動
物
だ
け
で
な
く
、
飼
育

動
物
に
も
注
意
が
必
要
だ
」

と
し
て
注
意
を
促
し
た
。

西
ア
フ
リ
力
に
お
け
る
エ

ボ
ラ
出
血
熱
と
日
本
に
お

け
る
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
の
流
行
：

求
め
ら
れ
る
対
策

西
條
政
幸
国
立
感
染
症
研

究
所
ウ
イ
ル
ス
第
一
部
部
長

は
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

い
て
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の

伝
播
性
は
低
い
も
の
の
、
患

者
の
埋
葬
の
際
に
感
染
が
広

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
内
戦
な
ど
の

影
響
で
貧
し
い
南
ア
フ
リ
カ

地
域
に
お
い
て
は
、
教
育
が

不
十
分
で
、
感
染
症
対
策
へ

の
対
応
が
難
し
い
こ
と
が
流

行
し
た
背
景
に
あ
る
と
し
た

上
で
、
動
物
が
媒
介
す
る
エ

ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
が
な
く
な
る

こ
と
は
な
い
が
、
知
識
を
持

っ
て
対
応
す
れ
ば
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
が
可
能
だ
と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、
ダ
ニ
媒
介
性

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
あ
る
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
な
ど
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
研
究
に
は
病
原
体
を

封
じ
込
め
る
機
能
を
有
す
る

高
度
安
全
試
験
検
査
施
設

「
Ｂ
Ｓ
Ｌ
４
」
で
の
研
究
等

に
よ
り
、
対
応
策
が
見
つ
か

れ
ば
、
日
本
の
み
な
ら
ず
国

際
的
な
貢
献
に
も
つ
な
が
る

と
し
て
、
積
極
的
な
対
策
が

望
ま
れ
る
と
し
た
。

動
物
由
来
の
感
染
症
に

    
医
療
と
獣
医
療
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

第
３
回
日
本
医
師
会
・
日
本
獣
医
師
会
に
よ
る
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
代
表
し
て
の
あ
い
さ
つ
を

依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
今
村
聡
副
会
長
は
11
月

12
、
13
の
両
日
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
１
５
ワ
ー
ル
ド
・
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム　

in　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」

に
出
席
し
、
横
倉
会
長
の
祝

辞
を
代
読
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
「
再

生
医
療
：Let ’s	Talk	Busi-

ness

」
を
テ
ー
マ
に
再
生
医

療
の
事
業
化
・
産
業
化
に
つ

い
て
議
論
を
行
い
、
再
生
医

療
を
推
進
す
る
「
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
」
体
制
の
積
極
的
な

海
外
へ
の
発
信
、
日
本
企
業

よ
る
ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
の
常
態
化
、
（
３
）
多
く

の
家
族
や
知
り
合
い
が
集
中

治
療
室
に
ま
で
お
見
舞
い
に

来
る
韓
国
の
習
慣

─
な
ど

が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
し
た
。

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、

重
症
化
し
た
症
例
の
多
く
は

糖
尿
病
な
ど
を
患
っ
て
い
る

と
し
た
他
、
感
染
者
の
早
期

発
見
と
適
切
な
隔
離
に
よ
り

感
染
拡
大
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
旅
行
者
に
中
東
と
ア

フ
リ
カ
の
ラ
ク
ダ
の
危
険
性

を
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
と
し
た
。

獣
医
学
領
域
か
ら
の
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
（
重
症
熱
性
血
小
板

減
少
症
候
群
）
の
解
明

前
田
健
山
口
大
学
共
同
獣

医
学
部
獣
医
微
生
物
学
教
室

教
授
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
に
つ
い

て
、
ま
だ
国
内
で
の
発
生
報

告
が
な
か
っ
た
２
０
１
２
年

に
山
口
県
で
発
熱
、
嘔お

う

と吐
、

全
身
倦
怠
感
や
黒
色
便
な
ど

の
症
状
を
呈
し
た
患
者
が
原

因
不
明
で
死
亡
し
、
海
外
渡

航
歴
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

患
者
が
飼
っ
て
い
た
猫
か
ら

の
感
染
が
疑
わ
れ
、
原
因
究

明
の
た
め
ウ
イ
ル
ス
分
離
を

し
た
結
果
、
２
０
１
１
年
に

中
国
で
報
告
さ
れ
た
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

し
、
ダ
ニ
が
媒
介
し
た
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

「2015ワールド・アライアンス・フォーラム
                             in サンフランシスコ
          ～再生医療：Let’s Talk Business～」に出席

今村副会長

Golden Gate Clubであいさつする今村副会長
背景は1951年に日米安全保障条約の署名を

記念する銘板
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秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

平
成
27
年

　
政
府
は
、
こ
の
た
び
、
平
成
27
年
秋
の
褒

章
受
章
者
な
ら
び
に
生
存
者
叙
勲
・
賜
杯
受

章
者
を
発
表
し
た
。

　
日
医
会
員
受
章
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

◎
旭
日
重
光
章

赫
　
彰
郎（
日
本
医
科
大
学
理

事
長
）

◎
旭
日
中
綬
章

鈴
木
聰
男（
元
東
京
都
医
師
会

長
）

藤
井
省
三（
元
鳥
取
県
議
会
議

員
）

◎
瑞
宝
中
綬
章

比
嘉
賀
雄（
鹿
児
島
県
・
元
国

立
療
養
所
宮
古
南
静
園
長
）

毛
利
昌
史（
東
京
都
・
元
国
立

療
養
所
東
京
病
院
長
）

八
木
和
一（
静
岡
県
・
元
国
立

療
養
所
静
岡
神
経
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
）

山
内
英
生（
宮
城
県
・
元
国
立

仙
台
病
院
長
）

吉
田
　
冲（
香
川
県
・
元
国
立

善
通
寺
病
院
長
）

吉
光
外
宏（
福
井
県
・
元
国
立

療
養
所
敦
賀
病
院
長
）

泉
　
　
太（
産
業
医
科
大
学
名

誉
教
授
）

伊
藤
悦
男（
琉
球
大
学
名
誉
教

授
）

下
地
恒
毅（
新
潟
大
学
名
誉
教

授
）

栁
原
尚
明（
愛
媛
大
学
名
誉
教

授
）

◎
旭
日
小
綬
章

鈴
木
勝
彦（
前
静
岡
県
医
師
会

長
）

谷
雄
三（
福
島
県
医
師
会
長
）

平
野
恭
弘（
元
岐
阜
県
議
会
議

員
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

青
木
直
亮（
滋
賀
県
・
元
瀬
田

川
病
院
長
）

大
濱
紘
三（
元
広
島
県
病
院
事

業
管
理
者
）

加
藤
尹
之
輔（
栃
木
県
・
宇
都

宮
西
ケ
丘
病
院
長
）

後
藤
　
勇（
宮
崎
県
・
元
野
崎

病
院
長
）

橋
敬
治（
山
形
県
・
至
誠
堂

総
合
病
院
長
）

田
宮
　
崇（
新
潟
県
・
元
田
宮

病
院
長
）

長
嶋
正
實（
愛
知
県
・
元
あ
い

ち
小
児
保
健
医
療
総
合
セ
ン

タ
ー
長
）

手
塚
　
正（
近
畿
大
学
名
誉
教

授
）

山
田
省
一（
元
自
衛
隊
中
央
病

院
副
院
長
）

元
吉
和
夫（
防
衛
医
大
名
誉
教

授
）

◎
旭
日
双
光
章

石
井
直
文（
広
島
県
・
元
松
永

沼
隈
地
区
医
師
会
長
）

石
川
　
昭（
岩
手
県
・
元
宮
古

医
師
会
副
会
長
）

伊
藤
典
康（
愛
知
県
・
元
豊
川

市
医
師
会
副
会
長
）

伊
藤
明
一（
宮
城
県
・
元
加
美

郡
医
師
会
長
）

今

國
夫（
元
茨
城
県
医
師
会

副
会
長
）

今
橋
經
任（
元
高
知
県
医
師
会

理
事
）

上
田
征
八
郎（
大
分
県
・
元
宇

佐
市
医
師
会
長
）

上
田
晏
弘（
大
阪
府
・
元
河
内

医
師
会
長
）

大
坂
國
通（
宮
城
県
・
登
米
市

医
師
会
長
）

梶
山
忠
彦（
元
長
崎
県
医
師
会

副
会
長
）

川
野
四
郎（
元
熊
本
県
医
師
会

副
会
長
）

菊
池
清
文（
元
宮
崎
市
郡
医
師

会
副
会
長
）

小
松
　
眞（
東
京
都
・
元
南
多

摩
医
師
会
副
会
長
）

近
藤
洋
一（
岡
山
県
・
元
御
津

医
師
会
長
）

齋
藤
壽
一（
山
形
県
・
元
鶴
岡

地
区
医
師
会
長
）

佐
々
木
紘
昭（
元
福
井
県
医
師

会
副
会
長
）

白
井
　
豊（
群
馬
県
・
元
沼
田

利
根
医
師
会
長
）

杉
山
正
暉（
元
静
岡
市
医
師
会

長
）

砂
川
　
功（
山
口
県
・
元
小
野

田
市
医
師
会
長
）

曽
我
部
輝
久（
香
川
県
・
高
松

市
医
師
会
長
）

梨
邦

彦（
元
埼
玉
県
医
師
会

副
会
長
）

塚
原
正
典（
長
野
県
・
元
小
県

医
師
会
長
）

土
谷
博
之（
元
栃
木
県
医
師
会

副
会
長
）

富
永
　
孝（
元
神
奈
川
県
医
師

会
理
事
）

富
長
將
人（
元
鳥
取
県
医
師
会

副
会
長
）

中
村
　
功（
福
岡
県
・
直
方
鞍

手
医
師
会
長
）

西
元
英
明（
鹿
児
島
県
・
元
姶

良
郡
医
師
会
長
）

服
部
行
麗（
元
鹿
児
島
市
医
師

会
理
事
）

番
場
道
夫（
元
新
潟
県
医
師
会

副
会
長
）

樋
代
昌
彦（
長
野
県
・
元
上
伊

那
医
師
会
長
）

古
本
眞
二
郎（
元
徳
島
県
医
師

会
常
任
理
事
）

眞
境
名
豊
次（
沖
縄
県
・
元
南

部
地
区
医
師
会
長
）

森
喜
久
夫（
元
和
歌
山
市
医
師

会
長
）

山
本
博
昭（
元
奈
良
県
医
師
会

副
会
長
）

赤 井
　
功（
元
千
葉
県
医
師
会

理
事
）

◎
瑞
宝
双
光
章

齋
藤
宣
雄（
新
潟
県
・
元
齋
藤

医
院
長
）

三
好
正
規（
山
口
県
・
阿
知
須

共
立
病
院
長
）

入
江
輝
夫（
兵
庫
県
・
学
校
医
）

内
田
雄
啓（
茨
城
県
・
元
学
校

医
）

及
川
量
平（
岩
手
県
・
元
学
校

医
）

大
塚
　
尚（
茨
城
県
・
学
校
医
）

大
森
久
俊（
熊
本
県
・
元
学
校

医
）

岡
谷
　
晃（
千
葉
県
・
元
学
校

医
）

加
藤
　
豊（
鹿
児
島
県
・
元
学

校
医
）

岸
　
營
美（
福
岡
県
・
元
学
校

医
）

木
戸

愛
子（
青
森
県
・
元
学
校

医
）

金
城
和
夫（
沖
縄
県
・
学
校
医
）

竹
林
　
貢（
徳
島
県
・
学
校
医
）

田
中
道
夫（
富
山
県
・
学
校
医
）

中
島
正
臣（
埼
玉
県
・
学
校
医
）

中
西
宜
子（
神
奈
川
県
・
学
校

医
）

原
　
正
守（
静
岡
県
・
学
校
医
）

福
原
文
雄（
和
歌
山
県
・
学
校

医
）

藤
田
公
朗（
愛
媛
県
・
元
学
校

医
）

本
多
正
憲（
香
川
県
・
元
学
校

医
）

村
上
　
享（
広
島
県
・
学
校
医
）

柳
谷
治
朗（
青
森
県
・
元
学
校

医
）

山
本
　
肇（
愛
知
県
・
学
校
医
）

榊
　
晃
一（
北
海
道
警
嘱
託
医
）

秋
本
　
毅（
静
岡
県
・
元
自
衛

隊
阪
神
病
院
長
）

緒
方
武
幸（
熊
本
県
警
嘱
託
医
）

◆
藍
綬
褒
章

石
川
広
己（
日
本
医
師
会
常
任

理
事
）

岡
　
治
道（
埼
玉
県
医
師
会
常

任
理
事
）

岸
本
卓
巳（
岡
山
県
・
厚
生
労

働
省
中
央
じ
ん
肺
診
査
医
）

野
田
八
嗣（
富
山
労
働
局
地
方

労
働
医
員
）

宇
根
幸
治（
広
島
県
・
あ
づ
み

の
会
理
事
長
）

―
・
―

◆ 

お
願
い 

◆

受
章
者
名
の
掲
載
に
は
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す

が
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
広
報
・
情
報
課

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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広島県
広島市医師会だより
№586号より

「
ホ
ン
ト
は
教
え
た
く
な
い

温
泉
の
話
」コ
ー
ナ
ー
よ
り

村
田
　
英
明

東京都
田園調布医師会会報
第190号より

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
い
た
風
景

内
山
　
浩
志

新潟県
新潟県医師会報
第778号より

ス
ズ
メ
に
給
餌

星
　
　
榮
一

１
９
７
０
年
春
、
僕
ら
は

あ
る
場
所
に
向
か
っ
て
朝
焼

け
の
中
、
黙
々
と
歩
い
て
い

た
。
目
指
す
は
有
楽
町
ス
バ

ル
座
。
開
演
は
、
９
時
。
僕

ら
は
そ
の
４
時
間
前
に
着
く

べ
く
家
を
出
発
し
、
ま
さ
に

一
番
乗
り
で
あ
る
こ
と
を
感

情
的
に
確
信
し
て
い
た
。
だ

っ
て
、
ど
こ
に
一
映
画
の
封

切
に
一
番
乗
り
し
よ
う
と
し

て
４
時
間
前
に
出
て
く
る
人

間
が
い
る
？ 

と
こ
ろ
が
、
い
た
の
だ
。

我
々
は
当
時
中
学
生
。
僕
ら

の
先
を
歩
い
て
い
た
の
は
た

っ
た
1
人
。
高
校
生
ら
し
き

女
の
子
。
ま
さ
か
目
的
が
同

じ
だ
と
は
ゆ
め
ゆ
め
思
わ

ず
、
先
に
行
か
せ
て
し
ま
っ

て
い
た
。
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
い

れ
ば
我
々
が
１
番
だ
っ
た
の

に
と
思
っ
た
時
は
も
う
既
に

遅
か
っ
た
。
そ
う
、
ビ
ー
ト

ル
ズ
のLet 

It 
Be

の
封
切

だ
っ
た
の
だ
。
悔
し
紛
れ
に

僕
ら
は
、
そ
の
日
４
回
見
た
。

２
回
は
し
っ
か
り
と
、
残
り

２
回
は
リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
は

寝
て
い
て
、
屋
上
の
コ
ン
サ

ー
ト
が
始
ま
っ
た
ら
に
わ
か

に
起
き
て
真
剣
に
見
た
。
当

時
の
映
画
館
は
自
由
席
で
入

れ
替
え
も
な
か
っ
た
の
だ
。

僕
と
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
出
会

い
は
、
も
う
少
し
前
。
小
学

20
年
位
前
か
ら
温
泉
ブ
ー

ム
は
続
い
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
テ
レ
ビ
で
は
い
つ

も
温
泉
地
の
紹
介
が
あ
っ

て
、
湯
布
院
や
黒
川
温
泉
な

ど
、
実
際
に
は
行
っ
て
い
な

く
て
も
随
分
詳
し
く
な
っ
た

も
の
だ
。
憧
憬
の
温
泉
地
と

言
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

父
親
が
亡
く
な
っ
て
７
年

が
経
つ
が
、
80
歳
を
過
ぎ
た

思
い
出
に
父
母
を
湯
布
院
亀

の
井
別
荘
に
連
れ
て
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
温
泉
・
食
事
・

サ
ー
ビ
ス
と
も
に
大
満
足
の

３
日
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し

家
に
帰
っ
て
、
風
呂
に
入
っ

た
父
は
開
口
一
番
「
や
っ
ぱ

家
が
一
番
じ
ゃ
の
う
」
と
言

っ
た
。

思
え
ば
父
は
私
の
幼
少
の

時
分
か
ら
、
家
族
旅
行
、
外

食
か
ら
家
に
帰
っ
た
時
の
口

癖
は
「
や
っ
ぱ
、
家
が
一
番

じ
ゃ
の
う
」
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
一
計
を
案
じ

て
、
「
明

み
ょ
う

礬ば
ん

の
花
」
と
い
う

温
泉
入
浴
剤
を
取
り
寄
せ
、

自
宅
の
風
呂
を
温
泉
の
湯
に

す
る
こ
と
に
し
た
。
余
命
わ

ず
か
な
父
親
へ
の
最
後
の
さ

さ
や
か
な
親
孝
行
と
し
て
。

父
は
山
口
県
山
陰
の
小
さ

な
漁
師
町
で
育
っ
た
の
だ

が
、 

終
戦
後
は
海
軍
軍
人
の

今
年
も
ス
ズ
メ
に
給
餌
を

始
め
た
。
15
年
ほ
ど
前
か
ら

一
面
に
降
雪
し
根
雪
に
な
る

と
、
庭
の
藤
棚
の
下
に
餌
台

を
作
り
、
朝
夕
給
餌
し
て
い

る
。
餌
は
販
売
さ
れ
て
い
る

ニ
ワ
ト
リ
の
餌
で
、
一
冬
に

17
キ
ロ
の
袋
が
３
袋
必
要
で

あ
る
。

最
初
の
頃
は
１
０
０
羽
く

ら
い
の
ス
ズ
メ
が
来
て
い
た

よ
う
だ
。観
察
し
て
い
る
と
、

30
羽
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
３

グ
ル
ー
プ
来
て
い
た
。
各
グ

ル
ー
プ
に
は
２
～
３
羽
の
見

張
り
の
ス
ズ
メ
が
お
り
、
グ

ル
ー
プ
内
の
連
絡
を
と
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
朝

夕
、餌
台
に
餌
を
入
れ
る
と
、

見
張
り
の
ス
ズ
メ
が
ど
こ
か

に
飛
ん
で
行
き
グ
ル
ー
プ
を

呼
ん
で
来
る
。

各
グ
ル
ー
プ
は
グ
ル
ー
プ

毎
に
５
～
10
分
位
で
満
腹
に

な
り
、
次
の
グ
ル
ー
プ
と
交

代
す
る
。
し
か
し
、
体
が
小

さ
い
の
で
１
時
間
ほ
ど
で
空

腹
に
な
り
、
１
日
に
７
～
８

回
食
事
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

15
年
前
に
は
３
グ
ル
ー

プ
、
１
０
０
羽
ほ
ど
の
ス
ズ

メ
が
来
て
い
た
が
、
年
々
数

が
減
少
し
、
こ
こ
２
～
３
年

は
１
グ
ル
ー
プ
の
30
羽
ほ
ど

し
か
来
な
く
な
っ
た
。
こ
れ

は
日
本
各
地
で
ス
ズ
メ
が
減

少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
と
呼
応
し
て
い
る
。

ス
ズ
メ
の
減
少
の
原
因
に

は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る

が
、正
確
に
は
分
か
ら
な
い
。

ま
ず
、
最
近
の
住
宅
は
瓦
屋

根
や
外
壁
が
板
で
は
な
く
、

巣
を
作
り
に
く
く
な
っ
た
。

ま
た
、
田た

ん

ぼ圃
で
は
コ
ン
バ
イ

ン
で
稲
刈
り
を
す
る
よ
う
に

な
り
、落
穂
が
な
く
な
っ
た
。

更
に
、
稲
を
「
は
ざ
か
け
」

し
な
く
な
り
、
ス
ズ
メ
が
食

べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ス
ズ

メ
は
人
間
社
会
の
近
く
で
生

息
し
て
、
人
間
や
人
工
物
の

恩
恵
を
受
け
て
共
生
す
る
野

生
の
動
物
で
、
「
シ
ナ
ン
ト

ロ
ー
プ
（
人
類
同
調
種
）」

と
言
わ
れ
る
。
人
里
離
れ
た

集
落
が
廃
屋
と
な
り
、
住
民

が
い
な
く
な
る
と
ス
ズ
メ
も

い
な
く
な
る
ら
し
い
。

15
年
も
給
餌
を
し
て
い
る

が
、
ス
ズ
メ
は
馴
れ
て
く
れ

な
い
。
上
野
公
園
に
は
手
か

ら
パ
ン
を
食
べ
る
「
手
乗
り

ス
ズ
メ
」が
い
る
そ
う
だ
が
、

僕
の
愛
情
が
足
り
な
い
の
か

も
知
れ
な
い
。
野
生
の
ス
ズ

メ
の
寿
命
は
２
～
３
年
だ
そ

う
な
の
で
、
わ
が
家
に
２
～

３
年
は
来
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
だ
が
。

ん
な
若
き
船
員
達
の
会
合
場

所
に
な
っ
て
い
た
。

私
の
幼
少
期
の
昭
和
30
年

代
で
は
、
若
き
船
員
達
は
イ

ナ
セ
に
決
め
て
い
て
、
集
会

の
前
は
結
構
物
騒
な
雰
囲
気

だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

昭
和
50
年
代
に
な
っ
て
、
矢

沢
永
吉
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
や

映
画
『
仁
義
な
き
戦
い
』
の

中
の
川
谷
拓
三
や
室
田
日
出

夫
に
既
視
感
に
近
い
親
近
感

を
覚
え
た
の
は
、
幼
少
期
に

見
た
若
い
船
員
達
そ
の
も
の

だ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
ん
な
若
者
た
ち
数
十
人

を
束
ね
て
、
海
洋
生
活
を
送

っ
て
30
年
間
。
そ
の
時
間
の
重

さ
、
偉
大
さ
に
気
付
い
た
の

は
、
既
に
父
が
亡
く
な
っ
て

か
ら
で
あ
っ
た
。
船
と
い
う

密
室
の
中
で
恐
ら
く
、
激
し

い
喧
嘩
や
す
さ
ま
じ
い
権
力

闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
は

ず
で
あ
る
。
毎
日
が
事
件
の

連
続
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い

洋
上
で
の
生
活
を
30
年
も
の

長
き
に
わ
た
っ
て
、
父
は
事

業
委
員
長
と
し
て
職
場
を
仕

切
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
家

で
は
仕
事
の
愚
痴
を
言
っ
て

き
た
こ
と
が
一
切
な
か
っ
た
。

父
が
大
洋
漁
船
に
い
た
時

は
１
年
に
２
度
、
約
１
カ
月

家
に
居
た
。「
や
っ
ぱ
家
が
一

番
」
と
い
う
父
の
言
葉
の
重

み
を
毎
日「
温
泉
入
浴
剤
」
に

浸
り
な
が
ら
、
し
み
じ
み
と

感
じ
て
い
る
。
（
一
部
省
略
）

だ
」
と
い
う
何
と
も
言
え
な

い
背
筋
の
寒
く
な
る
感
動
に

打
ち
震
え
た
の
を
覚
え
て
い

る
。そ

の
曲
は
、Hello Good-

bye

。
そ
の
旋
律
の
美
し
さ
、

完
璧
な
コ
ー
ラ
ス
の
透
明

感
、
凡
人
に
は
想
像
で
き
な

い
構
成
。
完
全
に
打
ち
の
め

さ
れ
た
僕
は
、
そ
の
後
の
人

生
を
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
い
る
風

景
の
中
で
歩
ん
で
行
く
こ
と

に
な
る
。

考
え
て
み
れ
ば
、
日
本
人

と
い
う
の
は
人
を
派
閥
化
す

る
の
が
大
好
き
だ
。

先
ほ
ど
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

派
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
派
も
そ
う

だ
け
ど
、
ど
っ
ち
も
好
き
と

言
う
人
は
き
っ
と
い
る
だ
ろ

う
が
、
そ
う
い
う
人
は
穏
健

な
性
格
の
人
が
多
く
て
声
を

大
き
く
主
張
し
な
い
か
ら
、

あ
ま
り
目
立
た
な
い
の
だ
ろ

う
。
そ
の
一
方
、
ど
ち
ら
か

の
派
閥
に
ど
っ
ぷ
り
の
人
は

声
高
に
自
分
の
正
当
性
を
訴

え
る
か
ら
け
ん
か
に
な
っ
て

し
ま
う
。
本
当
は
ど
ち
ら
で

も
い
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

ん
だ
け
ど
。

高
校
に
入
っ
て
も
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
ど
っ
ぷ
り
だ
。
た
だ

し
、
雰
囲
気
が
少
々
異
な
る
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
中
で
派
閥
が

で
き
た
の
だ
。
つ
ま
り
大
き

く
は
ポ
ー
ル
派
、
ジ
ョ
ン
派

だ
（
ジ
ョ
ー
ジ
派
は
極
め
て

少
数
、
ま
し
て
リ
ン
ゴ
派
な

ん
て
い
う
の
は
ま
ず
い
な

い
）
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
は
１
９
６
９

年
に
解
散
し
て
い
る
の
で
、

僕
ら
の
高
校
時
代
は
、
ビ
ー

ト
ル
ズ
の
メ
ン
バ
ー
達
が
盛

ん
に
ソ
ロ
ア
ル
バ
ム
を
出
し

た
頃
と
重
な
る
か
ら
だ
。
ビ

ー
ト
ル
ズ
と
い
う
共
通
項
を

持
ち
な
が
ら
、
枝
分
か
れ
し

て
い
く
と
い
う
感
じ
だ
ろ
う

か
。僕

は
完
璧
ポ
ー
ル
派
。
現

在
も
、
ポ
ー
ル
の
音
は
全
て

追
っ
て
い
る
。
僕
も
60
歳
近

く
な
り
、
人
間
観
察
力
も
そ

れ
な
り
に
で
き
て
き
て
、
最

近
ふ
と
ポ
ー
ル
の
こ
と
を
考

え
る
こ
と
が
あ
る
。
本
当
は

ど
ん
な
人
間
だ
っ
た
ん
だ
ろ

う
っ
て
。
考
え
た
結
果
、
き

っ
と
嫌
な
や
つ
だ
っ
た
ん
だ

ろ
う
な
あ
と
。
ま
る
で
、
天

下
人
に
な
っ
た
豊
臣
秀
吉
み

た
い
に
。

Let 
It 

Be

の
一
場
面
。

ポ
ー
ル
と
ジ
ョ
ー
ジ
が
リ
ハ

ー
サ
ル
し
て
い
る
。
ジ
ョ
ー

ジ
が
弾
い
た
の
を
聞
い
て
、

ポ
ー
ル
が
そ
う
じ
ゃ
な
く
て

こ
ん
な
感
じ
で
弾
け
な
い
か

な
と
ギ
タ
ー
で
は
な
く
、
ベ

ー
ス
で
弾
い
て
み
せ
る
。
楽

器
を
や
っ
て
い
る
人
な
ら
当

然
分
か
る
と
思
う
け
れ
ど
、

ベ
ー
ス
で
ギ
タ
ー
の
フ
レ
ー

ズ
を
弾
い
て
み
せ
る
の
っ

て
、
嫌
味
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い
。
そ
れ
で
ジ
ョ
ー
ジ

が
言
う
。
分
か
っ
た
よ
、
君

の
言
う
と
お
り
に
弾
け
ば
い

い
ん
だ
ろ
う
。
当
然
、
解
散

す
る
。
こ
ん
な
嫌
な
や
つ
が

そ
ば
に
い
た
ら
。

そ
の
後
、
ウ
イ
ン
グ
ス
で

も
ギ
タ
リ
ス
ト
に
ポ
ー
ル
が

殴
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
け
れ
ど
、
き
っ
と
同
じ

よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ

た
ん
だ
と
僕
は
確
信
し
て
い

る
。

と
言
う
訳
で
、
当
時
は
、

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
解
散
は
ヨ
ー

コ
悪
人
説
に
加
担
し
て
い
た

ん
だ
け
れ
ど
、
今
と
な
っ
て

み
れ
ば
ポ
ー
ル
が
元
凶
、
そ

れ
が
僕
の
個
人
的
結
論
だ

（
も
ち
ろ
ん
、
僕
も
大
人
に

な
っ
た
か
ら
正
当
性
を
声
高

に
言
う
つ
も
り
は
な
い
）。

（
一
部
省
略
）

生
き
残
り
と
し
て
、 
大
洋
漁

業
に
入
社
し
た
。
町
に
は
職

を
持
た
な
い
若
い
復
員
兵
が

あ
ふ
れ
て
、
荒
れ
て
い
た
と

い
う
。
そ
ん
な
若
者
達
を
引

き
連
れ
て
、
毎
年
半
年
間
は

南
氷
洋
（
南
極
の
近
く
）
、

残
り
の
半
年
間
は
北
洋
（
北

極
の
近
く
）
で
大
型
の
捕
鯨

船
に
乗
っ
て
、
鯨
や
鮭
な
ど

を
捕
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

毎
年
２
回
ほ
ど
わ
が
家
は
そ

校
の
高
学
年
の
時
だ
。
当
時

は
、
洋
楽
フ
ァ
ン
は
ほ
と
ん

ど
二
分
と
い
う
状
態
。
つ
ま

り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
派
と
ビ

ー
ト
ル
ズ
派
だ
。

ど
ち
ら
か
と
言
う
と
男
子

受
け
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
、
女
子

受
け
ビ
ー
ト
ル
ズ
と
大
ま
か

に
言
え
た
と
思
う
。
硬
派
を

自
認
し
て
い
た
僕
は
、
当
然

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
派
だ
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
頃
、
ボ
ー
リ

ン
グ
が
大
ブ
ー
ム
で
猫
も
杓

子
も
ボ
ー
リ
ン
グ
を
や
っ
て

い
た
。
僕
の
行
き
つ
け
の
ボ

ー
リ
ン
グ
場
に
ジ
ュ
ー
ク
ボ

ッ
ク
ス
が
あ
り
、
何
と
な
く

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
を
掛
け
て

み
た
の
だ
。
そ
れ
が
、
僕
を

ベ
ン
派
か
ら
ビ
ー
派
に
変
え

た
出
会
い
だ
っ
た
。
「
が
～

ん
！
　

こ
ん
な
に
す
ご
い
ん
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書
籍
紹
介

医
学
の
近
代
史

苦
闘
の
道
の
り
を
た
ど
る

森
岡
恭
彦　

著

嘱
託
産
業
医
の
た
め

の 

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
実
務
Ｑ
＆
Ａ

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
務　
　

Ｑ
＆
Ａ
編
集
委
員
会　

編

加
入
員
の
方
に
、
控
除
証
明
書
を
発
送

本
年
１
～
12
月
初
め
に
掛

金
を
納
付
さ
れ
た
加
入
員
に

は
、
10
月
（
ま
た
は
11
月
）

下
旬
、
社
会
保
険
料
控
除
証

明
書
を
送
付
し
た
。
証
明
書

に
は
納
付
状
況
や
受
け
取
り

予
定
年
金
額
も
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
確
認
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
忘

れ
ず
に
利
用
し
て
頂
き
た

い
。ま

た
、
平
成
24
年
よ
り
、

受
給
者
の
現
況
届
け
の
提
出

は
原
則
不
要
と
な
っ
た
が
、

住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
確
認

で
き
な
か
っ
た
受
給
者
宛
て

に
、
国
民
年
金
基
金
年
金
受

給
権
者
現
況
届
け
の
案
内
を

送
付
し
た
。
締
め
切
り
は
11

月
末
日
と
な
り
、
ま
だ
手
元

に
あ
る
場
合
は
至
急
返
送
を

お
願
い
し
た
い
。
未
提
出
の

場
合
、
年
金
の
給
付
を
一
時

停
止
す
る
こ
と
も
あ
る
。

な
お
、
確
定
申
告
に
必
要

な
源
泉
徴
収
票
は
、
来
年
１

月
中
旬
ご
ろ
発
送
予
定
。
国

民
年
金
基
金
の
年
金
は
基
礎

年
金
と
同
様
、
公
的
年
金
等

の
雑
所
得
と
し
て
計
上
さ

れ
、
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

平
成
27
年
度

日
本
医
師
会
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

◆
テ
ー
マ
：
Ｉ
Ｔ
時
代
に
お

け
る
地
域
医
療
連
携
の
あ
り

方
～
「
医
療
介
護
連
携
」「
医

療
等
Ｉ
Ｄ
」
に
つ
い
て
～

◆
日
時
：
平
成
28
年
２
月
13

日
（
土
）
午
後
12
時
～
、
14

日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～

◆
会
場
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
原
則
、
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

www.med.or.jp/japanese 

/members/info/sys/ 

2015/

）
か
ら
申
し
込
み
願

い
た
い
。

　

た
だ
し
、
日
医
会
員
に
限

っ
て
は
、
①
氏
名
②
カ
ナ
氏

名
③
郵
便
番
号
④
住
所
⑤
所

属
医
師
会
名
⑥
役
職
名
⑦
医

籍
番
号
⑧
懇
親
会
参
加
の
有

無
⑨
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

出
欠
予
定
を
ご
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申
し
込
み
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
。

◆
申
込
締
切
：
12
月
20
日

（
日
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

〈
13
日
〉

プ
レ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
見
直

そ
う
シ
ス
テ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
～

Ⅰ
．
地
域
医
療
セ
ッ
シ
ョ
ン　

～
医
療
介
護
連
携（
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
）は
如
何
に
す
べ
き
か
？
～

【
事
例
報
告
】

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
】

〈
14
日
〉

Ⅱ
．
日
医
Ｉ
Ｔ
戦
略
セ
ッ
シ

ョ
ン

昼
食
（
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
）
～
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
～

Ⅲ
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
と
医
療
等
Ｉ
Ｄ
に

つ
い
て
～

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
広

報
・
情
報
課
〔

03
─

３
９

４
２
─

６
１
３
５
（
直
）

03
─

３
９
４
２
─

７
０
３
６

（
直
）
〕

※
協
議
会
受
付
で
は
、
医
師

資
格
証
を
用
い
た
出
欠
管
理

を
行
う
の
で
、
医
師
資
格
証

を
お
持
ち
の
先
生
は
、
ご
持

参
下
さ
い
。

な
お
、
医
師
資
格
証
を
ご

持
参
の
先
生
は
、
14
日
の
ラ

ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
お
弁

当
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

※
期
間
中
、
医
師
資
格
証
の

更
新
手
続
き
も
行
い
ま
す
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
公
衆
衛
生
大
学
院

 
武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
フ
ェ
ロ
ー
募
集

武
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
１

９
８
３
年
に
武
見
太
郎
元
日

医
会
長
の
構
想
で
あ
る
「
医

療
資
源
の
開
発
と
配
分
」
に

着
目
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

が
、
日
医
の
協
力
の
下
に
同

大
学
公
衆
衛
生
大
学
院
に
設

置
し
た
も
の
で
、
世
界
各
国

よ
り
毎
年
10
名
程
度
の
中
堅

の
専
門
家
・
研
究
者
が
フ
ェ

ロ
ー
と
し
て
選
考
さ
れ
、
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
も
下
記
の
と
お
り
、

２
名
の
フ
ェ
ロ
ー
を
募
集
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
希

望
者
は
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
募
集
要
項
を
ご
参
照

の
上
、
ご
応
募
願
い
た
い
。

◆
応
募
資
格
：
原
則
と
し
て

40
歳
未
満
の
医
師
ま
た
は
保

健
医
療
分
野
の
研
究
者
。

た
だ
し
、
現
在
米
国
に
滞

在
中
の
方
、
他
の
団
体
等
か

ら
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
方

は
、
応
募
対
象
と
な
ら
な
い
。

◆
派
遣
期
間
：
平
成
28
年
８

月
～
平
成
29
年
６
月

◆
派
遣
費
用
：
往
復
旅
費
、

滞
在
費
の
一
部
支
給

◆
応
募
期
限
：
平
成
28
年
１

月
15
日
（
金
）
（
消
印
有
効
）

◆
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
：

日
医
国
際
課
〔
〒
113
─
８
６

２
１　

東
京
都
文
京
区
本
駒

込
２
─
28
─
16　

03
─

３

９
４
２
─

６
４
８
９
（
直
）
、

03
─

３
９
４
６
─

６
２
９

５
、

jmaintl@po.med.

or.jp

〕

BS-TBS 毎週金曜 20：54 ～ 21：00 絶賛放映中

日医提供番組

地域医療に従事する先生方を
紹介しています

　消えかける医療スタッフの写真を使うことで医療崩
壊の危機を表すとともに、国に対して、適正な医療費
の確保の必要性を訴える内容になっています。
　ぜひ、待合室等に掲示して下さい。

医師がいないところに
あなたは住めますか

日本医師会は
国民のみなさんが住み慣れた地域で
必要な医療を受けられるよう
国に対して適正な財源の確保を求めています。

待合室にお貼りください。

医療
崩壊

をスト
ップ

医療
崩壊

をスト
ップ

今、あ
なた
の力
が必
要で
す。

今、あ
なた
の力
が必
要で
す。

日本医師会
http://www.med.or.jp/
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最
近
で
は
、
国
民
の
病
気

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
医
学

や
健
康
に
つ
い
て
の
一
般
書

が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
代
の
医
学

を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
歴

史
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
医

学
の
歴
史
に
つ
い
て
、
一
般

の
人
に
分
か
り
や
す
く
書
く

こ
と
は
難
し
く
、
書
か
れ
た

も
の
は
数
少
な
い
。
特
に
近

代
の
医
学
史
と
な
る
と
、
そ

れ
を
概
説
し
た
も
の
は
見
当

た
ら
な
い
。

本
書
は
、
特
に
19
世
紀
か

ら
20
世
紀
に
わ
た
る
西
洋
医

学
の
進
歩
の
歴
史
に
つ
い

て
、
一
般
の
人
に
も
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
、

西
欧
の
病
院
医
学
と
そ
の
後

の
実
験
室
で
の
医
学
、
更
に

20
世
紀
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
の
医
学
の
進
歩
の
歴
史

と
、
そ
の
間
に
活
躍
し
た
人

達
の
苦
労
や
逸
話
も
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
気
軽
に
読
め
る

一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

１
５
１
２
円
（
税
込
）

発
行　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

０
５
７
０
─

０
０
０
─

３
２

１

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度

が
施
行
さ
れ
る
中
、
本
書
は

日
常
の
診
療
業
務
等
の
傍

ら
、
限
ら
れ
た
出
務
時
間
の

中
で
産
業
医
活
動
を
行
っ
て

い
る
医
師
に
主
眼
を
お
い
て

作
ら
れ
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
実
務
の
解
説
書
で
あ
る
。

制
度
の
流
れ
に
即
し
理
解
の

た
め
に
欠
か
せ
な
い
計
71
題

の
Ｑ
＆
Ａ
に
よ
り
、
嘱
託
産

業
医
が
自
ら
担
う
べ
き
事

項
、
あ
る
い
は
事
業
場
内
部

ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
や
外
部

資
源
を
活
用
す
べ
き
事
項
な

ど
を
、
現
役
産
業
医
、
精
神

科
医
、
弁
護
士
が
回
答
の
要

約
も
含
め
図
表
と
と
も
に
平

易
に
解
説
し
て
い
る
。

ま
た
、
付
録
と
し
て
巻
末

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
付
さ
れ
、
本
書

刊
行
時
点
ま
で
の
厚
生
労
働

省
か
ら
公
表
さ
れ
た「
指
針
」

や
「
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な

ど
関
連
資
料
を
、
必
要
時
に

検
索
し
て
調
べ
ら
れ
る
よ
う

Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で
収
録
し
、
更

に
実
務
上
必
要
と
な
る
実
施

規
程
や
結
果
通
知
、
同
意
取

得
書
等
の
約
20
の
書
式
を
、

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
可
能
な
ワ
ー

ド
や
エ
ク
セ
ル
の
形
式
で
収

録
し
、
事
務
作
業
の
軽
減
と

な
る
よ
う
利
便
性
が
図
ら
れ

て
い
る
〔
目
次
は
産
業
医
学

振
興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.
z
s
i
s
z
.

or.jp/shop/book.html

）

を
参
照
〕。

な
お
、注
文
に
つ
い
て
は
、

同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
産
業
医

学
図
書
」
コ
ー
ナ
ー
か
ら
連

絡
欄
に
「
日
医
ニ
ュ
ー
ス
を

見
た
」
で
２
割
引
（
送
料
別

途
３
５
０
円
）
と
な
る
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
の
場
合

も
同
様
の
方
法
で
割
引
等
が

適
用
と
な
る
）。

定
価　

２
３
７
６
円（
税
込
）

発
行　

（
公
財
）
産
業
医
学

振
興
財
団

03
─

３
５
２
５
─

８
２
９
４

03
─

５
２
０
９
─

１
０
２
０

　
本
紙
同
封
ポ
ス
タ
ー
（
11
面
）

待
合
室
に
貼
っ
て
下
さ
い
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